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次世代の太陽電池材料として注目されている鉛ハライドペロブスカイト CH3NH3PbX3(X=I, Br, 

Cl)において、キャリアと LO フォノンとの相互作用はその光学/電気特性を理解する上で重要であ

る。LO フォノンはこれまでに低周波ラマン分光や FTIR による赤外分光、発光の温度依存性など

で評価されているが、報告された周波数は実験ごとに異なっている。我々はこれまで CH3NH3PbX3

単結晶におけるテラヘルツ時間領域反射分光を行い、<7 THz の複素誘電率を直接評価した[1]。

今回この誘電分散から縦波の素励起を示す Im[-1/]を導出することで[2] LO フォノンの温度依存

性を評価したので報告する。 

図は 10 Kと 300 Kでの CH3NH3PbI3の Im[]（上）お

よび Im[-1/]（下）を示している。室温の Im[]より PbI6

ケージに由来する TOフォノンが< 2 THz に現れ、対応

する LO フォノンが 3.9 THz に現れる。しかし低温にす

ると Im[]のスペクトル上で CH3NH3に起因するモード

が 80-200 cm
-1に現れ[1]、これに応じて Im[-1/]のスペク

トル形状が大きく変調する。我々は Im[-1/]のスペクト

ル解析[3]を行い、実効的 LO フォノンの周波数は温度に

よって 3.9 THz (16 meV)で変わらないことを見出した。

講演では発光スペクトルの温度依存性や他の鉛ハライ

ドペロブスカイトでの結果も併せて報告する。 

本研究の一部は、JST-CREST（JPMJCR16N3）の支援

で行われた。 
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